
文部科学省初等中等教育局長

洗本寛殿

令和4年度予算・政策に関する要望書

学童・思春期は、10~14歳の自殺率が増加、予期せぬ妊娠、15歳未満の出生数の高止

まり、女子で痩身傾向児の低年齢化等の課題が挙げられています。

「成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針」では、学童

期・思春期に、科学的根拠に基づいた健康に関する正しい知識を身に付けること、自身の

心身の健康に関心を持つことは、生涯の健康づくりのための行動変容に向けた大事な一歩

となると明記され、小・中学校での健康りテラシーを溜養する体制整備が求められます。

また、小・中学校や特別支援学校に在籍する医療的ケア児数は年々増加し、文部科学

省では医療的ケア児を受け入れるための体制整備が進められています。しかし、学校で医

療的ケア児を支援する看護師の配置や処遇・待遇は十分とは言えません。

以上より、令和4年度予算案等の編成にあたっては、特に以下の事項にっきまして必要

な施策等の実現を図られますよう、格別のご高配を賜りますよう要望します。

公益社団法人

会長

令和 3年4月15日

,^藤圃^^^

福"井、N需圃t当1ミ置

要望事項

小・中学校における健康教育の充実

学校で医療的ケアを安全に実施するための体制整備
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